
１．はじめに
東京都西部からは多くの脊椎動物化石の産出が知ら

れる（樽・長谷川，２００２）．樽・長谷川（２００２）では，

それらの標本をリスト化し，産出層準を明らかにし

た．しかし，それらの多くは未記載で標本の詳細は不

明である．本報告ではこのような脊椎動物化石のう

ち，東京都福生市の多摩川河床から産出したステゴド

ン属の臼歯２標本について記載を行い，その特徴と意

義について報告する．

２．産出地点および産出層準
標本の産出地は，２標本とも福生市の西縁を流れる

多摩川の河床で，JR 五日市線の鉄橋よりやや上流の

多摩川と平井川の合流部にあたる（図１）．本地域の

河床のほとんどは河床礫で被われるが，産出地点付近

のみ基盤が観察できる．本地域の基盤は加住礫層上部

層にあたると考えられる（樽・長谷川，２００２）．その

層相は，淘汰の悪い砂泥層中に側方へ連続しない礫層

が挟在する．本層の古環境は，地層中に植物根の化石

が観察されること，海棲生物の化石が産出しないこ

と，また上記のような層相を示すことから河川性の堆

積物と考えられる．

化石研究会会誌 Journal of Fossil Research, Vol.３８（２）,９８-１０７（２００５）

［特集・原著］

東京都福生市から産出したステゴドン属臼歯化石の特徴について
樽 創＊

The two teeth of intermediate form between Stegodon miensis

and Stegodon aurorae from Fussa, Tokyo, Japan
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Abstract
The two lophodont teeth are collected from the river beds of Tama River in Fussa, west part

of Tokyo. They were found from the Upper Part of Kasumi Gravel Bed, which date to the Late

Pliocene.

The features of specimens are as follows :

� enamel thickness is thick in wide range,

� various enamel foldings from small to large wave pattern ;

� size of mammillae are in various range ; and

� ridge frequencies higher in the Stegodon miensis compared to the S.aurorae.

However, these characters are not similar to the feature of S.miensis and S.aurorae , which were

identified as the intermediate form between S.miensis and S.aurorae . The intermediate form tooth of

Stegodon is the first finds from the Kazusa group and the corresponding stratum. These specimens

do not indicate any trace of evolutionally stages from S . miensis to S . aurorae . Therefore , this

intermediate form is very difficult to identify in the species as a result of this study based on the

tooth characteristics. The Late Pliocene is known for the stage of the global coldness, which may be

the reason for the evolution of the S.aurorae .

Key words : intermediate form, Stegodon sp. cf aurorae, Stegodon miensis, Stegodon aurorae , late Pliocene
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３．記載
標本番号：０１６８９５（図８）

標本の所蔵先：福生市郷土資料室

Order PROBOSCIDEA ILLIGER，１８８１

Family Stegodontidae YONG-HOPWOOD，１９３５

Genus Stegodon FALCONER & CAUTOLEY，１８４６

Stegodon sp. cf. aurorae（MATSUMOTO，１９１８）

０１６８９５は多櫛状歯であることからステゴドン属

（Stegodon）の臼歯である．近心側と舌側を破損して

おり，特に舌側を大きく破損している．以下，残存す

る稜を近心側から第１稜と数え，記載する．計測値を

表１に示す．

本標本の保存状態は良好とはいえない．破損のため

近心と遠心の２つに完全に分かれ，それらは接合しな

い．各稜は歯頚線に対しほぼ垂直に植立し，歯頚線と

咬合面のなす角度が小さい．この点から下顎の臼歯で

ある．ステゴドン属の下顎歯は，咬合面から見て舌側

に凸の形態を示すことから０１６８９５は左の臼歯である．

０１６８９５は，保存されている稜から７稜はあったこと

が確認できるが，第６稜以外は舌側のほぼ半分が欠損

する．歯根も歯冠と同様に頬側の一部が保存されてい

るだけである．近心・遠心の部分が接合しないが，稜

の咬耗の程度から，欠損する部分は第４稜遠心側と第

５稜の１．５稜分にあたると考えられ，稜式は＋８×と

推定できる．残存する歯冠から推定されるセメント質

の量は，各稜のエナメル質の表面に細かい隆起構造が

保存されていて，咬耗面では磨耗によりその構造がみ

られないことから，咬耗面以外の歯冠を被っていて，

稜間では歯冠高の約１／２の高さまで充填したものと考

えられる．同様に遠心タロニッドではエナメル質の表

面の細かな構造が稜の先端まで残っていることから，

すべてセメント質に被われていたと考えられる．咬耗

は，第１稜と第２稜の間では，稜間のエナメル質の谷

部がわずかに残っているだけで，遠心の第７稜は稜の

先端がわずかに咬耗しているだけである．歯頚帯は近

心側で厚く，遠心に向かうにしたがい薄くなる．

遠心側の稜は咬合面からみて遠心に緩く凸にたわ

む．稜の頬舌方向の断面形態は半円形に近い形を示

す．遠心端はエナメル質が部分的にへこんでいること

から隣接面をもつが，後位の臼歯と歯冠が接触してい

なかったと考えられ，接触点は確認できない．

エナメル褶曲は発達し，褶曲の大きさのばらつきが

大きい．エナメル質内層外層の２層構造は明瞭に観察

できる．エナメル質の段構造が観察できるが，弱い．

咬頭は全体の傾向としては比較的大きいが，小さな

ものもある．

標本番号：０１９３７６（図９）

標本の所蔵先：福生市郷土資料室

Order PROBOSCIDEA ILLIGER，１８８１

Family Stegodontidae YONG-HOPWOOD，１９３５

Genus Stegodon FALCONER & CAUTOLEY，１８４６

Stegodon sp. cf. aurorae（MATSUMOTO，１９１８）

０１９３７６は，残存する稜の近心側から第１稜として記

０１６８９５ ０１９３７６

稜式 ×８＋ ×９＋

残存近遠心長 ６７mm＋１０７mm １９７mm

残存歯冠長 ６７mm＋９０mm １８８mm

歯冠高（参考値） ４５．１mm ４４mm

歯冠幅（稜） ８５mm� ８６．２mm�
エナメル質の厚さ ３．５～６．６mm ３．０～５．１mm

咬頭数 １２ ９＋

稜頻度 ５（頬側）※ ５（舌側）４（頬側）

歯冠高指数
（参考値） ５３ ５１

（参考値）：保存状態が良好でないため．
※：5 cm に入る稜数を倍．

図１ ０１６８９５，０１９３７６の産出地点（★）．
Fig.1. Locality of 016895 and 019376

表１ アケボノゾウ類似種（０１６８９５と０１９３７６）の計測値．
Table 1. Measurements of Stegodon sp. cf. aurorae (016895

and 019376).
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載する．計測値は表１に示す．

０１９３７６は櫛状歯でステゴドン属の臼歯である．歯冠

は保存されている部分が近心側と遠心側で，それぞれ

５稜と３稜あることが確認できる．歯冠は中央が欠損

するが，歯根は一部で接合できるので全体の大きさを

推定できる．また，欠損している稜は１稜である．こ

のことから０１９３７６の稜式は×９＋である．各稜は歯頚

線に対し，ほぼ垂直に植立し，歯頚線と咬合面のなす

角度は小さく，咬合面は船底状に磨耗する．以上の点

から下顎の臼歯であり，咬合面からみて左に凸であ

り，右側の臼歯である．

０１９３７６はセメント質はあまり保存されておらず，稜

間にわずかに残っている程度である．しかし，エナメ

ル質の表面にセメント質が付着していること，咬合面

付近以外のエナメル質の表面で細かい凸凹が保存され

ているといった歯冠の状態から判断すると，もともと

歯冠全体がセメント質で被われていて，咬合面だけが

セメント質に覆われていなかったと考えられる．咬耗

は頬側で進み，これはステゴドン属の一般的な傾向

（三枝，１９９１）と同様である．近心側の稜は，全体が

緩く波打つが，遠心側では弧を描く．稜の頬舌方向の

断面形態は台形に近い形を示す．エナメル質内座は近

心側では，ゆがんだひし形を示す．頬側には弱い側裂

溝様のくびれがみられる．第７稜と８稜の間で大きく

稜全体が頬側にずれている．エナメル質褶曲は発達す

るが，大きさのばらつきが大きい．エナメル質内層と

外層が明瞭に判別できる．咬耗によるエナメル質の段

構造はあまり発達しない．

歯根は，近心根と遠心根の分岐部が確認できる．舌

側根は歯頚線に対し約６０°，遠心根の遠心側では４０～

５０゚ それぞれ遠心方向に傾いている．

第１稜は，近心頬側根の上部にあり，近心側が破損

することから，本来はこれよりも近心側にさらに稜が

存在したと考えられる．稜式は＋１０＋または１０＋と推

定されるが，これについては後述する．咬頭の大きさ

が安定せず，第７稜の咬頭は頬・舌側で大きく，正中

付近で非常に細かいのに対し，第８稜ではその大きさ

は均等で大きく，咬頭の数が減る．

４．考察
０１６８９５，０１９３７６の歯種，種同定，形態的特徴につい

て考察する．なお，以下上顎大臼歯については M

１，M２，M３，下顎大臼歯については m１，m２，

m３と表記する．また，図示した比較標本は同じ関東

平野から産出したミエゾウ（KPM-NNV００００１９：神奈

川県立生命の星・地球博物館収蔵，東京都あきる野市

網代産）とアケボノゾウ（川崎市青少年科学館収蔵，

神奈川県川崎市柿生産）である．

歯種について：水平交換を行う長鼻類の臼歯では，第

３大臼歯以外は遠心側に後続の臼歯があるためにでき

る接触点を持つ．今回報告する２標本は，どちらの標

本も遠心端頬側にわずかな凹みが認められ（図２），

そのために歯冠，歯根の遠心端は四角い形状を示す．

このような形態から両標本の遠心端の凹みは，隣接面

と考えられ，m３ではないと判断できる．

歯冠幅は０１６８９５では８５mm，０１９３７６では８６．２mm と

日本産ステゴドン属の中でも特に大きな値を示すわけ

ではない．０１６８９５，０１９３７６の歯冠幅の値は，ミエゾウ，

アケボノゾウの m３の値（樽野，１９９１）よりも小さ

い値を示し，この点からも m３ではない．

ステゴドン属では進歩的な形質として稜数の増加が

挙げられる．今回報告した２標本は，いずれも近心側

が欠損しているが０１９３７６については歯根の保存状態か

ら稜数の推定が可能である．三枝（１９９１）では，ステ

ゴドン属の歯冠と歯根の対応関係について述べられて

いる．それによると，ステゴドン属の下顎歯の歯根は

近心根と遠心根に２分岐し，近心根は第１，第２稜を

支えるという．０１９３７６では，近心側に近心根と遠心根

の分岐部が確認できる（図９）．そして，保存されて

いる歯冠で近心根に対応する稜は，最近心側の第１稜

だけである．このことから，欠損している稜は１稜と

考えられ，０１９３７６の稜式は＋１０＋または１０＋と推定さ

れる．これは樽野（１９９１）の示すミエゾウの m３の

値よりも大きく，アケボノゾウの m３の値よりも小

さい．歯冠遠心の形態，歯冠幅，稜数から０１９３７６はミ

エゾウではなく，また m３でもない．

以上のように０１６８９５と０１９３７６はアケボノゾウに近い

特徴を持つ．しかし，エナメル質厚などアケボノゾウ

よりも原始的な特徴も持つ．このようなミエゾウとア

ケボノゾウの中間的な形態を持つ標本として神奈川県

愛川町産の Stegodon sp．の頭骨が知られる．それに

植 立 す る M１の 稜 式 は×７×で あ り（長 谷 川 ほ

図２ ０１６８９５，０１９３７６の隣接面（↓）．a：０１９３７６；b：０１６８９５．
Fig.2. Approximal surface (↓) of 019376 � and 016895 �
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か，１９９１），上顎歯ではあるが０１９３７６よりも明らかに

小さい．また同様に歯冠幅も小さい．これらのことか

ら０１９３７６は 右 m２と 考 え ら れ る．ま た，０１６８９５は

０１９３７６と近い歯冠幅を持ち，稜式が×９＋であり，稜

頻度の値も０１９３７６と近いことから，左 m２とする．

なお，０１６８９５については樽・長谷川（２００２）では m

３と報告された．

種同定について：今回報告する２標本のうち，０１６８９５

について樽・長谷川（２００２）は，樽野・亀井（１９９３）が報告

したミエゾウ（Stegodon miensis Matsumoto，１９４１）から

アケボノゾウ（Stegodon aurorae（Matsumoto，１９３６））へ

の移行期の形質を持つアケボノゾウ類似種（Stegodon

sp. cf. aurorae）の可能性があるとした．以下０１６８９５と

０１９３７６について種に関連する形質について，それぞれ

の特徴を述べ考察する．

日本産のステゴドン属は，現在ミエゾウ，アケボノ

ゾウ，トウヨウゾウ（Stegodon orientalis Owen，１８７０）の

３種とする考えが主流であり（樽野，１９９１；樽・甲

能，２００２など），３種の M３，m３の計測値のレンジ

が示されている（樽野，１９９１）．それによると，トウ

ヨウゾウは m３の稜式が×１０であることから，m２の

稜数は１０よりも小さいはずで，０１９３７６とは異なる．さ

らにトウヨウゾウのエナメル質厚のレンジも０１６８９５と

０１９３７６より小さい（樽野，１９９１）．このことから�
０１６８９５と０１９３７６がトウヨウゾウであるという考えは除

かれる．

０１６８９５と０１９３７６はミエゾウに対しては稜数が多い，

稜頻度が大きい，エナメル質厚が薄い傾向があると

いった形質を持つことから，該当するとはいえない．

そしてアケボノゾウの計測値と比較すると，これもア

ケボノゾウの特徴にすべてあてはまるとはいえない．

以下いくつかの形質について樽野（１９９１）で示された

ミエゾウとアケボノゾウの形質・計測値と比較，考察

する．

１）エナメル質厚（表１）：m３のエナメル質の厚

さは，ミエゾウでは６．０～８．０mm，アケボノゾウ

では３．０～４．３mm とされている（樽野，１９９１）．

本報告の２標本では０１６８９５は３．５～６．６mm，０１９３７６

は３．０～５．１mm といずれもアケボノゾウの値を超

え０１６８９５ではミエゾウの値も示す．

２）エナメル褶曲（図３）と段構造：エナメル褶曲

の形態については，ミエゾウではその波長がある

程度整っていることが指摘されている（樽・甲

能，２００２）．アケボノゾウの下顎臼歯でも同様の

傾向が見られる．これに対し０１６８９５，０１９３７６はア

ケボノゾウ的ではあるものの波長にばらつきが大

きく，ミエゾウ的な大きな波長のものがまざる．

また，咬耗によるエナメル質の段構造は，あまり

顕著ではないが，０１６８９５では三枝（１９９１）のタイ

プ２に相当し，エナメル質外層に段構造が見られ

る．０１９３７６は，タイプ３とタイプ４の中間的な構

造を示す．

３）咬頭の大きさ（図４）：咬頭の大きさは，これ

まで種の特徴を示すとはされていない．しかしミ

エゾウ，アケボノゾウの下顎臼歯をみると，咬頭

の大きさはほぼそろっている．それに対し

０１６８９５，０１９３７６ではその大きさにばらつきが大き

く，大きさもミエゾウとアケボノゾウの中間であ

る．

４）稜頻度（表１）：ミエゾウの m３の稜頻度は３

であり，アケボノゾウでは４．５～６．５である（樽

野，１９９１）．それに対し０１６８９５と０１９３７６は，m２

図３ エナメル褶曲の比較．a：ミエゾウ（KPM-NNV
００００１９）；b：０１６８９５；c：０１９３７６；d：アケボノゾウ（川
崎市青少年科学館収蔵）．バーは５cm.

Fig.3. Comparison of morph-type of enamel folding. a : S.
miensis ( KPM -NNV 000019 ) ; b : Stegodon sp . cf .
aurorae(016895) ; c : Stegodon sp. cf. aurorae(019376) ;
d : S. aurorae. Scale bar = 5 cm.
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であるが，それぞれ５（頬側）とアケボノゾウよ

りも小さい４を含む４～５であり，ミエゾウとア

ケボノゾウの中間的な値といえる．アケボノゾウ

の m２の稜頻度に関するデータは，残念ながら

公表されていない．しかし，０１６８９５と０１９３７６がア

ケボノゾウの m２とすると，樽野（１９９１）の m

３の稜頻度（４．５～６．５）よりもやや大きいはずで

ある．ところが０１６８９５と０１９３７６の稜頻度は４～５

であり，むしろアケボノゾウの第３大臼歯よりも

小さい．よって０１６８９５と０１９３７６はアケボノゾウの

m２よりも低い稜頻度を示していると類推でき

る．一方ミエゾウの m２の稜頻度のレンジも残

念ながら公表されていない．しかし，樽 野

（１９９１）が示した m３の稜頻度が３であること

からそれ以上であると類推でき，０１６８９５と０１９３７６

はミエゾウの m２の稜頻度か，またはそれ以上

であると推定できる．

以上の結果を整理すると，０１６８９５と０１９３７６は，樽野

（１９９１）が示したミエゾウとアケボノゾウの m３の

計測値に対して，エナメル質厚の値，エナメル褶曲の

形態，咬頭の大きさ，稜頻度については２標本を併せ

て考えると中間的な値を示す．このように０１６８９５と

０１９３７６はミエゾウとアケボノゾウの中間的な特徴を持

ち，かつ０１６８９５の稜頻度，０１９３７６の稜数の増加などア

ケボノゾウの形質に近い特徴も持つことから，本報告

では０１６８９５と０１９３７６に対し，樽野・亀井（１９９３）の示

すアケボノゾウ類似種と同様の状態にあると考えた．

比較結果：０１６８９５と０１９３７６は左右の違いはあるもの

の，同一地点から産出した m２と考えられる．これ

らはほぼ同じ時代に同じ場所で生息していた個体と考

えられ，これら２標本を比較することは，ミエゾウか

らアケボノゾウへの臼歯の形質獲得の様子が確認でき

る可能性がある．以下，０１６８９５と０１９３７６の形質を比較

する（図５）．

１）エナメル質厚：エナメル質厚は両標本でミエゾ

ウとアケボノゾウにまたがった中間的な値を示

す．しかし，０１６８９５の値の最大値はミエゾウのレ

ンジに含まれ，０１９３７６の最大値はミエゾウのレン

ジに含まれないもののアケボノゾウのレンジの最

大値よりも大きい．０１９３７６は０１６８９５より派生的な

形質を持つと考えられる．

２）エナメル褶曲：エナメル褶曲の形態について

図４ 咬頭の大きさの比較．a：ミエゾウ（KPM-NNV
００００１９）；b：０１９３７６；c：０１６８９５；d：アケボノゾウ．
バーは５cm.

Fig.4. Comparison of size of mammillae. a : S. miensis (KPM-
NNV 000019) ; b : Stegodon sp. cf. aurorae (019376).
C : Stegodon sp. cf. aurorae (016895) ; d : S. aurorae ;
Scale bar = 5 cm.

図５ ０１６８９５，０１９３７６の形質の比較．計測値として示すことが
できる値については，目盛りに表した．表記できない形
質については，相対的な程度を示した．（参考）とした
形質は，標本の保存状態から正確な計測値ではない可能
性のあるものである．A：樽野（１９９１）のミエゾウのレ
ンジ；B：樽野（１９９１）のアケボノゾウのレンジ；a：
０１６８９５の計測値；b：０１９３７６の計測値．

Fig.5. Comparison of features of 016895 with 019376. A :
Range of measurements of S . miensis in Taruno
(1991) ; B : Range of measurements of S.aurorae in
Taruno ( 1991 ) ; a : measurements of 016895 ; b :
measurements of 019376.
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は，０１６８９５，０１９３７６の波長のばらつきは同程度で

あるが，どちらもミエゾウよりも褶曲の波長の小

さい傾向があり，アケボノゾウに近い形態を示

す．

３）咬頭の大きさについて：咬頭の大きさはミエゾ

ウとアケボノゾウの中間的であるが，０１６８９５と

０１９３７６とでは，０１９３７６でやや大きさのばらつきが

大きくみえる．

４）稜頻度：０１６８９５と０１９３７６は m２であるが，稜

頻度はミエゾウとアケボノゾウの値（m３）のほ

ぼ中間的な値を示す．

上 記 の 結 果 を 図５に ま と め た．そ れ を 見 る

と，０１６８９５と０１９３７６を樽野・亀井（１９９３）のミエゾウ

からアケボノゾウへ進化する途中段階のアケボノゾウ

類似種であると仮定すると，全般的に０１６８９５がミエゾ

ウ的な特徴を持ち，０１９３７６がアケボノゾウ的な形質を

持つ．しかし，一部では（稜頻度など）０１６８９６と

０１９３７６が反対の傾向を示す．このことから，アケボノ

ゾウ類似種はミエゾウとアケボノゾウの形質をモザイ

ク状に持つことが考えられ，同時代，同地域に生息し

ていた個体群が同程度の進化段階になかったと考えら

れ，臼歯において種としての安定した形態を持ってい

なかった可能性があるといえよう．本報告では標本数

が少ないため十分な議論は難しいが，今後同地域から

の標本が追加され，検討が進むことが期待される．

その他の形質：Saegusa（１９８９MS）は，Stegodon の

稜の輪郭を４つのタイプに分け，系統学的な位置づけ

を行っている．それらは，ツダンスキーゾウなど原始

的なグループでは低歯冠で稜の頬舌側が歯冠の正中に

傾いた台形を示し，アケボノゾウなど派生的なグルー

プでは高歯冠になり舌側が立つまたはオーバーハング

し，頬側が緩く傾くゆがんだ台形を示すという．さら

に，舌側と頬側の傾きの程度は，派生的な種では遠心

側の稜では舌側が急に，近心の稜では頬側が急である

としており，派生的な種類では中間の稜に見られると

いう（Saegusa，１９８９MS）．

０１６８９５と０１９３７６は，咬耗していること，破損部が多

いことなどから，詳細に輪郭を比較することは難しい

が，残存する稜の輪郭をみると傾向は観察できる（図

６）．０１６８９５では第７稜で舌側よりも頬側の傾斜が急

で，咬合面側が円弧状を呈す．それに対し０１９３７６は舌

側，頬側ともほぼ均等に傾き，咬合面側が直線状で台

形を呈す．そして０１６８９５また０１９３７６ともに歯冠高より

も歯冠幅が大きく，低歯冠である．このように稜の輪

郭について０１６８９５は低歯冠だがアケボノゾウのような

派生的な形質を持ち，０１９３７６はミエゾウのような原始

的な形質を持つといえるかもしれない．また，０１６８９５

では遠心側の稜にこの形質が見られないことから，派

生的な形質が遠心側で出現していないとも考えられ

る．

このように稜の輪郭に関する議論は，ステゴドン属

の分類学的な価値を持つだけでなく，１つの臼歯にお

ける各稜の形態変化をみることで進化段階を示すこと

も可能かもしれない．しかし残念なことに，稜の輪郭

に関する議論は公表されているとはいえない．今後，

まとまったデータおよびその解析について公表される

ことが望まれる．

５．おわりに
アケボノゾウ類似種については，樽野（１９９１），樽

野・亀井（１９９３），樽野（１９９９）などが淡路島の標本

について述べてきたように，関東地方の標本について

も分類が困難であることが明らかになった．

このような結果は，現在の分類に用いている臼歯の

形質が長鼻類の進化段階，あるいは進化の方向を示し

ているといえるが，アケボノゾウ類似種を種として認

識することは難しく，ステゴドン属の臼歯における分

類の問題点を提示したことにもなるであろう．

さらにミエゾウ，アケボノゾウの計測値・形態的特

徴について，M３，m３については樽野（１９９１）で示

図６ 稜の頬舌断面の形態．A：０１６８９５；B：０１９３７６．a：第８
稜；b：第７稜；c：第６稜．

Fig .6. Comparison of transverse ridge profile of ridges of
016895 � with 019376 �. a : 8 th ridge ; b : 7 th ridge ;
c : 6 th ridge.
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されてはいるものの，その他の歯種に関するまとまっ

た計測値および変異幅は示されていない．歯種ごとの

変異を確認することは，例えば Colbert and Hooier

（１９５３）が乳臼歯と大臼歯の形態の変化などを示した

ように，日本産ステゴドンをより生物学的にとらえる

ために必要であろう．

一方，アケボノゾウ類似種が産出する２．５Ma 頃は，

地球規模で気候が変化していた頃である．近年まとめ

ら れ た ５ Ma 以 降 の δ１８O の 変 化 （ Lisiecki and

Raymo，２００５）を見ると（図７）３．６Ma あたりから

氷期・間氷期の寒暖の差が小さくなるとともに徐々に

気温が低下するが，それがやや安定傾向を示し，氷

期・間氷期の寒暖の差がまた大きくなり始めるのが

２．８～２．５Ma あたりである．さらに２．７Ma 頃には北極

の氷床ができ，４１０００年の氷期・間氷期サイクルも生

まれた．このように考えると，アケボノゾウ類似種が

生息していた頃は，ちょうど環境変化の過渡期だった

可能性もある．そのような場合，生息環境や食性が大

きく変化したことも考えられ，それが臼歯の形態や体

型に影響し，アケボノゾウが生まれたのかもしれな

い．一方で，中国大陸との間で陸橋が形成され，大陸

から別種が移動してきたのではないか？という問題点

もあるが，それについては３．５Ma 以降に朝鮮半島と

の間で陸橋が形成されていないことから除かれる

（Saegusa et al.,２００５）．

近年，歯の微少摩耗痕（micro wear）や同位体や

微量元素を用いた化石長鼻類の食性の推定が報告さて

い る（Filippi et al. ２００１；Hoppe，２００４；Sanchez et

al.２００４など）．これらの報告では，微少磨耗痕のスク

ラッチ（擦痕）とピット（窩痕）の比率や同位体元素

の比率から同種間の時代別，地域別個体群間の比較，

異種間の比較などを行い，主にその摂取植物の C３植

物と C４植物の割合の違いなどを述べている．このよ

うな新しい手法を用いることで，ミエゾウ，アケボノ

ゾウ類似種，アケボノゾウに関する新たな知見が得ら

れるのではないだろうか．

また，関西地域ではアケボノゾウ類似種の産出層準

の年代は，約２５０万年前にあたるという（樽野・亀

井，１９９３）．樽・長 谷 川（２００２）で は，０１６８９５が 樽

野・亀井（１９９３）の示すアケボノゾウ類似種と考え，

産出層準である加住礫層上部の年代を約２５０万年前と

推測した．残念ながら現在までのところ産出層準付近

の絶対年代は示されていないが，今後の研究で絶対年

代が明らかになると，アケボノゾウが形成される年代

をより限定できるとともに，関西地域の長鼻類の生層

序との対比が進み，日本列島における長鼻類の古生物

地理がより詳細に明らかにされ，さらに日本各地での

ミエゾウからアケボノゾウへの種分化の時間的・地理

的変異を議論する上で，重要な意味を持つであろう．
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図８ アケボノゾウ類似種：０１６８９５．a：頬側面；b：咬合面；c：舌側面．バーは５cm.
Fig.8. Stegodon sp. cf. aurorae (016895). a : buccal view ; b : occlusal view ; c : lingual view. Scale bar = 5 cm.
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図９ アケボノゾウ類似種：０１９３７６．a：頬側面；b：咬合面；c：舌側面．バーは５cm.
Fig.9. Stegodon sp. cf. aurorae (019376). a : buccal view ; b : occlusal view ; c : lingual view. Scale bar = 5 cm.

― 106 ―

ｖｅｒ／化石研究会会誌　ＰＤＦ化／０５１１０６４３　化石研究会誌３８巻２号／本文／４　　０９８～１０７  2006.01.24 15.38



類化石，pp. 72-82，築地書館，東京.

Saegusa, H., Thasod, Y. and Ratanasthien, B.（２００５）

Notes on Asian stegodontids. Quaternary International

126−128，31-48.

Sanchez, B., Prado, J. L. and Alberdi, M. T.（２００４）

Feeding ecology, dispersal, and extinction of South

American Pleistocene gomphotheres（Gomphotheriidae,

Proboscidea）．Paleobiology 30（１），146-161.

樽 創・長谷川善和（２００２）加住丘陵から多摩丘陵に

かけての鮮新－更新統産大型哺乳類化石．国立科学

博物館専報 38，43-56.

樽 創・甲 能 直 樹（２００２）東 京 都 あ き る 野 市 産

Stegodon 臼歯化石の再検討と日本の鮮新統産大型

Stegodon の種名について．国立科学博物館専報 38，

33-41.

樽野博幸（１９９１）日本列島産“Parastegodon”属の分

類学的再検討．大阪市立自然史博物館研究報告 45，

5-16.

樽野博幸（１９９９）日本列島の鮮新統および中・下部更

新統産長鼻類化石の産出層準．地球科学 53，258-

264.

樽野博幸・亀井節夫（１９９３）近畿地方の鮮新・更新統

野脊椎動物化石．市原実編著，大阪層群，pp. 216-

231，創元社，大阪．

― 107 ―

ｖｅｒ／化石研究会会誌　ＰＤＦ化／０５１１０６４３　化石研究会誌３８巻２号／本文／４　　０９８～１０７  2006.01.24 15.38


